
コ□ナ半密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


〈保証書付> 保証書は裏表紙に EP 刷されています。 


正し<使って上手に節約 


エスブイ ブイ エムシー 

型式 SV-V4512MC 



このたびは、コ□ナ石ミ由ス I -ーフ''をお買 
いあげいただき、まことにありびとうご 
ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱 
説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになったをちお使いになる 
方びいつでち見られる所に大切に保管し 
でください。 


A 警告 

KEROSENE ONLY 
^用燃料：商油 
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田 特にま1してりただ m にとほをのた财城ず約りくださり) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正 
しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしで 
います。その表示と意味は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ可能 
性または火災の可能性か'想定される内 
客を示しでいます。 


この表示を,無視しで、誤った取りキ及い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や槪 
/ tM 損害の発生が想をされるの客を示し 
でいまず。 


\ 

本で中のマークは、巧の意 D 未を表します。 


AA 

このマークは、「を意_!しで 
いただく巧客です。 

& ^ 

このマークは、しではいけ 
なし、「禁止 J を表しでいます。 

〇を 

このマークは、必す実巧し 
でいただく「指示 J を表しで 
います。 

ノ 


么警告 ( WARNING ) 


•ガソリン厳禁 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い';由は、絶対に使用しないでください。 
义がの原因になります。 




•煙突がれを険 

煙突びがれたまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 



0 


♦煙突閉そく危険 

煙突びつまつたり、ふさびれたままで使用しないでください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 




♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ス I ''ーブの熱気でゆれで落下しで义びつき、义がの 
原因になります。 


で可® 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー生や力 t ットこんろ用ボンベなどを、ス I ブの上や前に（局 
囲に）放置しないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発しで危険です。 



0 


么注意 ( CAUTION ) 

\ 

♦カーテン、寝具など可燃物近接禁止 

カーテン-巧団や毛ななど燃えやすいちののそばなどで使用しないでく 
ださい。义がび発ちするおそれびあります。 

国 〇 

♦可燃物との距離を離ず 

可燃物との離隔 S 目離についでは標華据付け例 （17 ページ）を参照しでください。 

〇 

♦給油時消乂 

辦〇 

义がのおそれが'ありますので、給';由は、必す消义し、义の気のないとこ 
ろで巧つでください。 

































A 注意 (CAUTION) 


♦油漏れ確認 

ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接さ部-給ミ由コックおよびストーブなどから 
のな';由漏れが'ないことを確認の上ご使用ください。 

な油び漏れでいると义がのおそれびあります。 



〇 


♦異常•故障時使用禁止 

ミ由漏れやにおい、すすの発ち、炎の色など異常や故障と思われるときは 
使用しないでください。事故の原因になります。 
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参戸:ち音 P 接触^止 

燃焼中や消义直後は、高温部（枠上部、前面ガードなど）、排気筒（煙突）に手などふれないで 
ください。やけどのおそれびあります。 

♦ルさいお子様のいるご家庭では、特に';主意しでください。 




♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 
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♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。不完全な修理は、危険です。 


煙) 


参腰をかけたり、物をのせないで 

ス I -- フ'の上にのったり、腰をかけたりしなしでください。ス I -- フ'の故障れやけどのおそれびあ 
ります。ストーフ'の上に巧びんや水を入れたものなどを置かないでください。水びかかると漏電 
や故障のおそれびあります。 


0 


♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ'や煙突には巧暖房用の熱交換器などを取り付けないでください。 
义がや排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


0 


参換気扇使用禁止 

ス I -ーフ'を使用しでいる同室巧で換気扇を使用しないでください。 

立消えしで爆発燃焼するおそれが'あります。 

また、換気□-給気□は常に確保し、物などでふさびないでください。 


む國 


0 


♦ ドラフトレギユレータの取付け ドラフトレギユレータ 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

巧の煙突設置の場さは必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 

を取り付けでください。 

•集さ煙突に接続する場さ • 標準寸法上に立ち上びりび高い場さ 
• 風び強くで炎び洗むよラな場さ 




〇 


♦電源の接続 

電源は適正配線された単相 100 V のコンじント外は使用しないでください。 

発熱•発义の原因になります。電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
気器具とのタコ足配線をしないでください。発熱、発义の原因になります。 


他の電 


0 


参指や異物を入れない 

前面ガードの中やストーフ'のの部に指や可燃物-がをなどの異物を入れないでください。 
けびや义災の原因になります。 


0 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたり加工しないでください。 
また、電源プラヴを巧くときは、コードを持って弓 I き巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 






























么注意 (CAUTION) 


参電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラク''やゆるんだコンじントは使巧しないでください。 
义災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



〇 


参長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 

長期間使庙しないときまたはな管するときは、必す電源プラヴをコン它ントからないでください。 
义災やず想しない事故の原因になります。 


运 


参電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属物を除去しでください。 
ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり义災の原因になります。 


〇 


•な油の保管 

な;'由は、 '火気、 雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所にな管しでください。ガソリンなどと一緒 
にな管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれが'あります。 _ 

•不良な油使用禁止 

変質な;'由（持ち越したな';由など） 

な;'由を使用しないでください。 

異常燃焼のおそれが'あります。 


不純な;由（な;由な外の';由•水-ごみび混入した灯;由など）などの不良 


〇 

0 


参初めてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き付くまで煙と臭いびおます。しばらくの間、窓をあけで部屋 
の換気を行ってください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場含び考えられますので、この間は部屋に入れなしでください。 


〇 


参が出するとさは消乂 

外出のときは、必す運転を停止し消义しでください。 


•特殊用途には使用しない 

貪品-精密機器-美術品のなちや、動植物の飼育-裁おなどには使巧しないでください。 


§ 


定期的にをに1回程度）に点検•整備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使用し続けると、故障や事故の原因になり危険です。 
点検-整備はお買い巧めの販売店や資格者のいる店にの頼しでください。 



♦ご自身で①据付け-移設工事の厳禁 

お客様ご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場さも同じです。） 



お願い (NcrncE) 

•機器を廃棄ずるとさの注意 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、定ミ由面器のなミ由を巧きとっでください。な';由び入ったまま廃棄するとリサイクルの 
際に思わめ事故になるおそれびあります。 

必すお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサ ー_ビスじンターに依頼しでください。_ 

参な油の廃棄 

な;'由の廃棄処分は、な;'由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 

•シリコン配合製品を使用しない 

ストーブを使巧する部屋では、シリコン配合の製品を使巧しないでください。 

使用するとス I -ーブの燃焼部にシリコンび巧着し、点义不良や途中;肖义などの原因になります。 

(シリコン配合の製品にはヘアケア製品 • 化お品類’な湿巧クリーム’巧類の防水剤’柔軟剤’家具などのつや化し剤など） 




























0 使用する場所 


ストーフ'をまをに使巧するためには、場所の選定び'大切です。 

安全に使用するために_ 

_ ■ ■ I ■ ^_ 


>7ントルピースなどにはおがけないでください。 
ストーフカ、'故障したり、 

乂巧の原因になります。 



>標高び1 000 m を超える高地では使用しないで 
ください。（空気の濃度か' 

薄いため、燃焼に必要な 
空気び不足します。） 


効果的に使用するために 


0 


0^0 


♦クリーニンク'店、美容院などの化韋薬品を使用する場所では 
使用しないでください。化巻薬品などの影響じより 、異常燃 
焼や故障の原因になります。 

参乾燥室、温室、飼育室など、動植物の飼育裁おに使用しないでください。 
♦燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の 
巧えない場所。 

♦水平でない場所、不安定な場所では使巧しないでください。 

♦不を定な物をのせた棚などの下には使用しないでください。 

♦可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所には使用しないでくだ 
さい。 

♦階段、避難□などのなおで避難にま障となる場所には使巧しないでく 
ださい。 


参外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びストーブで暖められで巧流しますの 
で、効果的です。 

出入□など人の遇るところは、ぶつかると危険ですので避けでくださし、。 

参熱に弱いカーぺットや巧の上で長時間使巧すると変色したり、そり返ることがあ 
ります。熱に強い7ットなそを敷いでください。 

参部屋の f 呆温を工夫し、部屋の温度の調節を欣びけましよラ。 



ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によってストーブ本体の温度び上昇しで危 
険です。使巧場所には十分注意しで効果的に使田しでください。 


回各部のち赖 

外観図-構造図 


■正面 

ガードー 
ガラス円筒 


前板一 
調節腳 
置台— 

■構造図 


わ身す板- 

スクルトン- 

燃焼リング（内部卜 
ポツトバーナ- 

点火トランス- 

切誓サーモスタツト 







I 燃焼筒ふた 
'放熱器 


ブリント配線板 


巧震白動消乂装置 
電磁ポンプ 
低圧トランス 


点乂ヒータ 


送ミを管 















































































































表示部 



■オープンポケットの開問 

参オープンポクットを軽く押し込むとゆっくり化できます。操作を軽く押し戻すと□ックしで止まります。 


操がする時ながは、閔じでご使巧ください。 

■操作音についで 

参操作ボタンを巧すと"ピッ"音びします。 

参誤操作をすると"ピッ"音 （ "ピッ"音2回）びします。 




























































































Kl 使用前の準備 


燃料 

燃料は必すの；由 （ J 旧1言:0;由）を使用してください。 


么を険 I ガソリンなど揮凳性の高い';由は、絶巧に使用しないでください。乂災の原因になります。 

不良灯'庙（変質灯'油、不純な';由）は、絶巧に使用しないでください。点义、消义しにくくなったり、 
燃焼び悪くなっですすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

么ま意 I 灯';ちは、必す乂気、雨水、ごみ、高溫および直射曰がを避けた場所に巧管しでください。 

ガソリンなどど一緒に保管しないでください。誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれびあります。 


(J) 

0 

〇 


な油とガソリンの見分けかた 


指先 I こ燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所で巧つでください。） 


不良 I 灯油（変質な油•不純 I 灯油）とか 


昨シーズンよ長期間日光に 
り持ち越しのあたる巧や温 
巧油 I 度の高い巧に 

保管したな油 

0 0 

獲)®®^ 


客器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポ U 
容器で保管し 
たな油 



が*ごみやな 
油ながの巧が 
ほんのねすか 
でち混入 した 
巧油 



♦極度(こ変質したも 
のは、黄色日未びか 
つたり、ずつぱいに 
おいがします。 

♦必すな油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

♦口油はシーズン中 
I こ使い青りましよラ。 


■変質 I 灯油や不純灯油を使用ずると、機器の故障の原因になりまず。 

参;'由の程度にちよりますび、燃烧不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、故障の原因になります。 
参水やごみびさ;'由経路に流れこみ、ミ由漏れや燃烧不良-着义不良の原因になります。 

■変質な油や不純打油などの不良な油を使用したときは… 

参お買いずめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連給ください。 



な';由は 
めれたまま 


X 


涵 


ガソリンは 
すぐ乾く 


たま！)参変質なミ由、不純な;'由などの不良なミ由び原因で修巧を依頼されたときは、な証期間中でもな証の巧象外となります。 
参変質ロミ由の処巧でお困りの場合は、なミ由をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 


么ミち意乂災のおそれびありますので、お';由は、必す消乂し、义の気のないところ 
で巧つてください。 

♦送ミ由バルブを閱じで給ミ由□ふたを外し巿版の給;'由ポンプで給ミ由しでください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給ミ由をやめでください。 

給ミ由後は、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、水やごみびたまつでいたら掃除 
しでください。 

参ストレーナを取りなけで、給ミ由□ふたを必ずもとどおり締めでください。 


参こぼれた口';由はよくふきとつでください。 

■燃料のれのを意と空気巧ぎの方法 

ミ由タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。 
このよラな場合には巧の順唐で空気巧さをしでください。 

1. 送ミ由バルブを閉め、ミ由タンクに給ミ由します。 

2. ストーフ'のコ''ム管□から、コ''ム製送ミ由管を外します。 

3. コ''ム製送;'由管から；'由び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送;'由管をちとど 
おりにストーブに取り付けます。（ミ由びこぼれないよラに容器を巧意しでくださ 
い。） 



参給;'由の際は、水.ごみなどを入れないよラに'ま意しでください。 

水-ごみなどは燃烧不良や、ストーフ'の寿命お下などの原因になります。 
参紛由□ふたは、確実に締めでください。 


■給';をの際のを順とを意 

























































運転開始前の準備と確認 

■安を装置の t ット、取扱上のを意 

定'庙面器のじット 

初めで使巧するときや、シーズン初めには、ストーブち側面の丸巧の中に指を入れ、 
定ミ由面器リじットボタン（ホ色）を軽く押し下げでください。 


U じツト 


。へま意>;由タンク-ゴム製送';由管-接合部-給';由コックおよび機器などからな';由漏れび 
ないことをお認の上ご使用ください。なミ由が'漏れでいると乂災のおそれが'あります。 

■電気配線の確認 

[/ へま意電源プラヴをコン它ントに刃の根^^までお実に差し込んでください。 

参電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

電源プラグ-コードの発熱-発义を防ぐために…… 

•電源は、必す適正配線された巧巧100Vのコン它ントを使用してください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用、化の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


•ijt ットボタンは据付け時や、シーズン初めに操巧します。 

定ミ由面器に強レ衝撃をちえたり異常びあったとき)^外は、特に操作する必要はありません。 
万一、点义操作をな';由び出すにモニターサイン FEU または 「E2」 び表示されるよラな場 
さはリじットボタンを巧してください。（まを角び外れ、灯'油びスムーズに流れます。） 

•リじットボタンは乱暴に扱ったり、5秒)^上巧したままの状態や何回ち巧し下げないでくだ 
さレ。定ミち面器からなミちびあふれたりすることびあります。 

参カラーは絶巧に外さないでくださし、 

■送';を経路のミを漏れ確認 




圓使用方法(巧い方) 

運転開始（点乂） 

■点乂順唐 I 


1 . ミ由タンクの送ミ由バルブを開いでください。 

2 . 時刻表示が'現在時刻を表示（時計動作コ □ ンが'点滅）しでいることを確認しでください。 

3 . 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。自動的に巧のよラに運転（ず備燃焼•本燃焼）します。 


〔手動)- 

_| 同時 

•運輯スイツチを巧す 


- ( 自動運転 ) - 

I - -9〜12分予備燃焼-1- 本燃焼~ 

•運おランプ点な 
• 設定室温表示 
• ルミ由量流出 
•燃焼巧送風機まわる 


• 設定温度に応じた义力になる 



時計•タイマー 


設定室温 


午前 

午後 

み 

。日な 

しコ y 

で 


〇ドづ運転 
3運拓 


時計•タイアー 設定室温 


午前 

午後 



。けづ運転 


で oj 運転 


※予備燃焼後4分間は中乂力で燃焼します。 
その後設定室温に応じた乂力になります。 


•時刻表示(こタイ7-じット時刻が表示（時計動作コ□ンが消な）されでいるよラであれば、運乾スイッチを「入」にするとタイ 
マー運起になりますので、タイマースタートボタンを押しでタイマー運転を解除しでください。 


室温の調節 


本燃焼になりますとルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 

表示部の設定室温表示に設定室温び表示されますので、室温設定（ルームサーモ設定）ボタンで調節しでください。 


参眉め J を1回巧すと1で上びります。（上限29で） 

参[おめ」を1回巧すと1己でまでは1で下びり、1己でからは10で 
( F 点設定）となります。 

10で設定の場合は t ーブ運転表示ランプび点なしじーブ運転とな 
ります。 

参 f 標準」を巧すと現在設定室温に関係なく24でに設定されます。 


室温設定（ルームサーモ設定）ボタン 



を;'主意） 参き温調節はストーブの位置や部屋の大きさなどで、必すしも表示部の設定温度とは一致しない場さびあります。 

























































































■ t - ブ運転 

自動運転時に、微か义力でを室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で 
上昇すると自動的に消义するじーブ運転をおすすめします。室温び設定温度より3 
で上昇するとミ肖义し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 

(室温び設定室温まで下びると点义動作に入ります。） 


参室温設定ボタンにより希望の室温設定を、 t ーフ'運転ボタンを押しでください。 

じーブ運転表示ランプび点なし、 t - フ'運転となります。 

参じーブ運転ボタンを再度押すことにより t - ブ運転表示ランプび消え、 t - ブ 
運転解除となります。 

参室温設定10で （ F 点設定）で使巧中、設定室温を15でな上に上げるとじーフ'運 
転表示ランプび消え、自動的に解除されます。 


じーブ運転 


1 昌め^^ ■入/の I 


靴 


じーブ運括 


入/の 

〇 


■炎の状態 

ス I -ーフ'の据巧けや煙突の設置条件で、おはをみ変化します。 

参燃焼中の炎に黄色い炎（ホ乂）び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび、異常ではありません。 


運転停止 Q 肖乂） 

■消义順唐 

1 .運転スイッチを巧しで「切」にする。 

• 運転ランフ1ま消なしますが'、燃焼室が';ち却するまで燃焼巧送風機は、運転を継続し 
ます。 

•約10分をに燃烧室びち却され、燃焼巧送風機び自動的に停止し、同時に設定温度 
表示び消なします。 

A を意2曰な上まをちけるなど、長時間使用しない場さは、運転び完をに停止しでから電源プラヴをコン它ントから巧き、；で 
タンクのを巧八‘ルブを締めでください。 

参外出のときは、必す運転を厚止（ミ肖火）してくださし、。 

参運転停止後、燃焼きびち卸（ランプ類び消な）するまでは電源プラグを巧かないでください。もし巧きますと、ガラス円筒びく 
もったり、ストーブの表面温度び上昇します。 



消义後、再点义するとさのま意 

参燃焼中に誤って電源プラヴを巧いたり、運転スイッチを「切」にすると、再点义安全装置の働きで、ストーブびちま P 
するまで（約30分）再点义できません。 

ただし瞬間的な消义操作（約3砂巧）、もしくは停電（約3砂巧）の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 

参停電時には、必ず運転スイッチを「の」にしでください。 


現在時刻の調節方法 

— 


1 . オープンポクットを開いで時計切 
換スイッチを「時計合せ J にしま 
す。 

はじめで使巧するときや、電源プ 
ラヴを長時間巧いたときは、時刻 
表示は「0:00」を表示します。 


時計-タイマー 

厂 

圓 


1 

時計 

幽 

rflhJ - 

タイ 7— 
合せ 

1 




2 .時刻調節の「時」•「分 j ボタンを 
押しで現在時刻を合わせます。 

1回押すと「時」は1時間、「分」 
は1分進みます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

© r 時_!ポタンを巧しで @ r お_1ボタンを押しで 
"午前 6:00" にします。"午前6: 15" にします。 



3 .必す時計切換スイッチを「通常 J 
位置にちどしでください。 

時計動作コ□ン「•」び点滅し、 
時計が'動いでいることを示します。 



参必ず時計動がコ□ン「•」び点滅することを確認してください。点滅しなレ場合は、時計切換スイッチび「垣常 J になっていな 
いか、または、タイマースタートボタンび巧されでいるため、タイマー点乂時刻を表示しでいます。 

•約30砂巧の厚電であれば、再适電をち現な時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。それ)^上の厚電で、時刻 
表示びの:〇〇」を表示した場合は時刻合わせを巧っでくださし、 



































































タイマーの使用方 j 去 

■運転時刻の含わせち^ 

現在時刻とタイ7—び設定されでいないと、タイ7—運転はできません。 


1 . オープンポクットを開 
いで時計切換スイッチ 
を「タイ7— 合せ」に 
します。 



2 .時刻調節の「時」■「分」ボタンを押しで 
タイ7—点义時刻を含わせます。 

1回巧すと「時」は1時間、「分」は5分進み 
ます。 


^ 例：午前6時30分に合わせる場合 ' 


の「時 J ポタンを巧しで 
"午前6: 00" にします。 


午前 

午を 


因極 


時 分 




@「分」ボタンを押しで 
"午前6: 30" にします。 


午前 

午を 


因極 


時 分 




これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 


3. 必す時計切換スイッチを「通常」 
位置にちどしでください。 

これで時刻表示には現在時刻び表 
示されます。（時計動作コ□ン「•」 
び点滅します。） 


時計 • タイマー 


I ihWih T 

け^^ 


(時計動作〕□ン「 * 」は点なしません。） 

■タイ7—運転方法 

1 . 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。（運転中の場合は運転スイッチを巧す 
必要はありません。） 

2 . 運転するときのご希望の設定室温に含わせでください。 

3. タイ7—スタートボタンを押しでください。 

時刻表示にタイ 7- t ット時刻び表示され、タイ7-表示ランプび点なし、タイ7 
一運転に入ります。 

•タイ7-じット時刻になるまでは、時刻表示にはタイ7—じット時刻が'表示され続 
けます。（時計動作コ□ンは消な） 

■運転中にタイ7— スタートボタンを巧すと、ストーブは自動ミ肖义し、運転を停止し 
ます。 




参外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイ7-它ットは、絶対にしなレでください。 

参タイ 7- 運転は、運転スイッチび r 入」になってレないと運転び開始されません。 

参タイ7-運転設定を、厚電 （30 秒上）びあった場合や、ストーブを揺らして巧震作動した時は点义しません。 


■タイ7—運転の解除 

参再度タイマースタートボタンを巧しでから運転スイッチを「切」にしでください。 
タイマー運転表示ランプび消なし、時刻表示に現在時刻び表示され（時計動作コ 
□ンび点滅）、タイ 7- 運転び解除されます。 

タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 



n iTk 


参タイマースタートボタンで確認 
する場合 

タイ7— スタートボタンを瞬時 
(3 砂な巧）に2回押します。 
この間に時刻表示にタイ7 — t 
ット時刻または現在時刻び表示 
されます。 


参時計の換スイツチで確認する場合 

1 . 時計切換スイツチを「時計合せ」または「タイマー合せ j に含ねせます。 

2 . 現在時刻またはタイマーじツト時刻び時刻表示に表示されます。 

3. 確認を、時計切換スイツチは、必ず「通常 j 位置にをどしでください。 


〈現な時刻のお認> <タイマ ー t ット時刻の確認〉 



•燃焼かにタイマースタートボタンで、タイマー它ット時刻を確認する場合、必す3お)]^|内に2回巧しでください。3抄な上にな 
るとミ肖乂します。 


































































使用上の意 

本書の「特に'ま意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」の他に、巧の頂目についでちを意しで 
ください。 

A 警告 I 煙突閱そ < を険 

煙突びつまったり、ふさびれたままで使巧しないでください。閱そくしでいると 
運転中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 



参ストーブの上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにミ主意しでください。 

特にお子さまをストー:7にちブけないでください。 

参上面ガードを取りがしたり、前面ガードを開いたまま使用しないでください。誤って放熱 
器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。 

また上面ガードは、地震などによりな燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取り 
がした場合は、必すちとのが態に取りがけでおいでください。 

参煙突は高温です。やけどに注意しでください。 

参ガラス円筒には化をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れを険です。 

参ストーブ前面が卸ま、ふく射熱び強いので、熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 

変色や変おしたりすることびあります。 

参シーズンオフのよラに長期間使巧しないときは、コン它ントから電源プラグを巧いでください。 



なきき装置 

対震自動消乂装置 (「 E 3」 表示） 

参強い地震（震度約5な上）や衝撃を受けたとき、ストーフ'の運転を停止します。 

参ストーブの周迈や煙突の接合部-煙突トップの外れ、ミ由漏れなどの異常びないことを確認しでから点义操作をしでく 
ださい。（巧震自動消义装置は作動を自動的にじットされます。） 

点乂安全装置___ _ . 

参異常燃焼を防止するため、点义ヒータおよび燃烧巧送風機に通電される前に、口';由び流出しない構造になつでいます。 

燃焼制御装置 （「 E 1」表示） 

参ロミ由び途切れで途中消义した場含、自動的に運転を停止します。 

参';由タンクの送';由/りしフ'び閉じられでいないか確認しでください。 

参コ''ム製送';由管に空気だまりびないか確認しでください。 

参定ミ由面器のまを装置び作動しでいないか確認しでください。 

参お買い巧め販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。 

停電安全装置 (「 E 7」 表示- 「 E 9」 表示） 

参停電や電源プラヴび巧けたときは自動的に消义します。 （3 秒な下の停電の場合は燃焼継続） 

参通電後、設定室温表示にモニターサイン 「 E 7」 、または 「 E 9」 び表示されます。 

「 E 7」 の場含で再運転するときは、時計などのじットをしでから、運転スイッチを再度「入 J にしでください。 

「 E 9」 の場含は、運転スイッチを再度「入」にするだけで燃焼を開始します。 

参電源プラヴを確認しでください。 
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0 その他の装置 


再点乂安全装置 I 不着乂検出装置 


参消义直後、ストーフ'びちま P しないラちに再点义操 
作をしでち、燃焼室の温度び一旦ちま P しでからで 
ないと燃焼しないよラになつでいます。 

参ストーフカ、'ちえでから運転を巧つでください。 

過電流防止装置 （5 アンペア) 


参着义不良のため、点义操作後約20分経過しでち切替サーモ 
スタツトが'切り替わらない場合は、運転を停止します。 

参;'由タンクの送;'由パルフ'び閉じられでいないか確認しでください。 
参コ''ム製送ミ由管に空気だまりびないか確認しでください。 

参定ミ由面器のまを装置び作動しでいないか確認しでください。 

参お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンター 
にご相談ください。 


参の部配線のショートにより過電流び流れたとき、電流ヒューブび切れ、全での運転を停止します。 
参お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を巧頼しでください。 


回曰ちの点巧 • 手入れ 

点検、手入れのときのま意 ___ 

点検-ま入れは消义を、ポツトパーナびちまりしでから、必す電源プラヴをコンじントから巧いで行つでください。 


A ま意1参が障•破損したら、使巧しないでください。不完をな修理は危険です。 

参定期的に年に1回程度）に点検•整備を受けでください。点検を受けすに長期間使用し続けると、巧障や事故の原因 
になります。 

を検、手入れの必要事項、時期、方法 ______ 

■周囲の巧燃物（使用ごと） 

を意 I ストーブおよび煙突の周巧は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり-ミちれ（使用ごと） 

•ス トーブにほこりび巧いた状態で運転をしないでください。 

参ストーブ外観のほこりやちれは乾いたやねら力、い巧などできれいにふきとつでください。 

シンナー-アルコール-ベンジンなどは使巧しないでください。変色します。 

■ミを漏れ-巧のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

参置台-ミ由タンクに;'由漏れ-ミ由のたまりや;'由のにじみびないか、点検しでください。 

また、給；'由の際にこぼれた口;'由は、よくふきとつでください。 

质願し。 参巧漏れのある場合は、お買レ巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサービス t ンターじ修理を依頼してくださし、 


■ゴム製送ミ由管の点検-交換の目安（シーズンの初め） 

AaMl ミ由タンクやゴム製送';由管-接合部-給';由コックおよび機器などからな';由漏れびないことをお認の上ご使用く 
ださい。 


(■ごま意^参ゴム製送';由管は、屋外で使用しないでください。屋外での使巧は禁止されでいます。 

参ゴム製送';由管は、経年変化しますので、までかし曲げ、ひび割れびないか点検し、ひび割れびあるとき 
は交換しでください。交換の目まは、3年に1度です。交換はお買いホめの販売店または、おちくのコロ 
ナサー ビス它ンターに依頼しでください。 


■ミをタンク（シーズンの初め、適時） 

参;'由タンク巧は、水やごみびたまりやすいをのです。給ミ由のとき点検しでください。 

ミ由タンク巧の水巧きおよび清掃は、'油タンク付属の取扱説日月書に従って行ってください。 

■煙突の接続部のゆるみおよびトップの周囲（シーズンの初め、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップの外れびないかを点検しでください。煙突び腐貪したり、巧びあいたりしでいると危険 
です。新しい物に交換しでください。 

参煙突の巧くには、燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突巧や煙突トップび雪や氷でふさびれでいないか、落雪などで倒れでいないか点検しでください。 

参煙突巧に結露でちじた水滴び凍っでつまると危険です。点义時に煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び化たら 
消义しで、煙突巧を点検しでください。 

参煙突びル鳥の巣や紙などでふさびれでいないか点検しでください。 


质願い) 参煙突び破損しでいた場合は、お買い巧めの販売店またはおあくのコ□ナサービス t ンターじ依頼しでください。 
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トレーづ "0^1^ ( Mfl 寺) （ Jj 買い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサ-ビス t ンタ-にの頼しでください。') 

参定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまるとロミ由の流れを巧げで、十分な义 
力び出なくなる場合やな;'由び漏れるおそれびあります。1シーブンに1〜2回（シーズン初めなど）はお買い巧めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに掃除-点検を巧頼しでください。 

■燃焼用送風機の掃除（年1回な上） (お買いホめの販売店または、おあくのコ□ナサービス它ンターに巧頼しでくださし、。) 

参燃焼用送風機フアンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなっでくるこ 
とが'あります。巧のよラに燃焼巧送風機フアンのほこりを取り除いでください。 

1 . 左側板のフアンカバーと風量制限板を外し、ブラシなどで静かにほこりを取り除き、 

掃除機で吸い取っでください。 

2 . 掃除び終わりましたら、風量制限板とフアンカバーは、必すちとどおりに取り付けで 
ください。 

馆願い） 

•燃焼巧送風機フアンに巧いたほこりを取り除くとき、燃巧用送風機フアンを変おさせない 

燃焼用送風機ファンに力を加えますと、曲がりや傾きびちじて、異音や異常燃焼の原因と 
なるので力を加えないよラにしでください。 



■点义ヒータの点検（シーズンの初め） お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスたンターに巧頼しでください。) 
参点义ヒータや点义しんにすすび巧着すると、ホ熱び巧下したり、ミ由の吸上げび悪くなったりしで点义しにく くなり、 
着义不良の原因になります。 


馆願い） 

•点义ヒータの点検-交換は、必すお買いホめの販売店またはお巧くのコ□ナサービス它ンターに依頼しでください。 


■ガラス円筒内部の掃除（適時） 化 買いホめの販売店または' おおくの コ □ナサ-ビスじンタ-にの頼しでください。) 


掃除は、ストーブを消义させ十分ちま P しでから行ってください。 

熱い状態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参長時間の使巧や';由だまりによる大燃烧のをにはガラス円筒びすすけることびあり 
ます。ガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、しばらくの間（約30 
分間）义力を大きくすることにより、すすを除去することびできます。それでを 
すすを除去できない場含は巧のよラにスクルトンを外しでガラス円筒を掃除しで 
ください。 

1 . 上面ガードを外しでください。 

2 . 燃烧筒ふたを外しでください。 

3 . スクルトンをガラス円筒に当でないようにしで、取り外しでください。 

4. 巧などでガラス円筒の巧側をふきとっでください。 

5 . 掃除び終わりましたら、スクルトンを図のように正しく取り巧けでください。 
取り外した部品ち、ちとどおり正しく取り付けでください。 

•ガラス円筒には、かをかけたり、衝撃をちえなレよラに注意しでください。 




■地震などの災害が'発生したとぎの点検についで 

参地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、 

運転前に必す巧の点検をおこなっでください。 

•煙突まわりの外れ、漏れの確認 ■機器の損傷点検 

• な;'由配管からの漏れの確認 

参点検で異常び見つかった場含は、お買い求めの販売店またはおをくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 
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巧定期点巧 


長期間ご使巧になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 


2シーズンに1回程度、シーズン終3禮などにお買い求めの販売店または、修理資格者〔(財）曰本扫油燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習含修3者（扫油機器技術管理±)など〕のいる店にご相談ください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の半密閉石油ストーブの点検をぜひ！ 

口 

こんな症状は 
あ0ませんか 

参';由漏れびする。 

参強い臭いびする。 

参運転中に異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


な障や事巧の防止のため必すお買い求めの販売店また 
は、お近くのコ□ナサービスたンターにご連絡くださ 
い。点検-修理についでのご費巧など詳しいことはお 
買い求めの販売店または、お巧くのコ□ナサービスじ 
ンターにごす目談くださし、。 


晒脚璋-異常の見分け方と処置方法 

使巧中に異常び'あったらな表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないときや処置のむすかしいとさはお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


\ 視 ま 

原 因 

点 

乂 

し 

な 

い 

乂 

力 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

異 

常 

が 

燒 

す 

る 

ガ 

フ 

ス 

巧 

筒 

び 

す 

す 

け 

る 

义 

が 

途 

中 

で 

消 

之 

で 

し 

ま 

ラ 

電 

源 

が 

入 

ら 

な 

い 

莊 

を 

れ 

び 

あ 

る 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

爆 

発 

の 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

着 

义 

が 

お 

そ 

< 

な 

ご 

た 

モニター 

サイン 

処置ち法 

点乂ヒータの脚線 

♦ 










E -2 

お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに慢理を依頼する 

点义ヒータと点乂しんとの巧置関係び悪い 

• 









♦ 

E -2 

お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンターに修理をの頼する 

送油バルブが閱まっている 

• 




• 






E -1、 E -2 

送姐バルブを開く 

zr ム製送油管に空気だま 0 びおる 

• 

• 



• 






E -1、 E -2 

If ム製送油管を振0、山形になつでいる巧は平に直す 

zr ム製送油管び折れでいで、口油び流れにくい 

• 

• 



• 






E -1、 E -2 

zr ム聲送油管のおれを直す 

定ミお面器に水、ごみの目ブまり 

♦ 

• 



• 






E -1、 E -2 

ストレーナをはずしで掃陈する/巧タンクの水を巧く 

ストーブび傾斜しでいる 



• 

• 






♦ 


ストーブを水平に調節する 

燃焼リングが正しく t ツトされでいない 



• 

• 








正しく t ツトし直す 

臓焼用送風機のファンにほこりびたまっでいる 



♦ 

♦ 








ファンのほこりをブラシなどで掃除する 

趣巧の横引言び長過ぎる/酉巧び短い/酉巧び細い 



♦ 

• 








煙突の取0付けを適正にする 

趣巧のドラフトが強過ぎる 


• 


♦ 

• 






E -1 

ドラフトレギユレータを取り付ける 

禮巧工事不適正のため、逆風現象びある 



♦ 

• 

• 



参 

• 


E -1 

煙突の取0巧けを適正にする 

涯巧のつまり 



• 

• 




参 




煙突を掃除する 

禮巧の接続部にすさまびある 








• 




すきまをなくす 

= r ム製送油管締付バンドのゆるみ 







♦ 





綿め直す 

定油面器（電磁ポンプ）の巧障 

♦ 

• 

• 


• 






E -1、 E -2 

お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに慢理を依頼する 

顶營サーモスタツトの故障 


♦ 










お質い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに修理をの頼する 

プリント配線板の巧障 

• 

参 



• 

雜 





E -1、 E -2 

お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに慢理を依頼する 

燃焼用送風機の故障 



• 

• 








お質い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼する 

電流ヒューズび切れでいる 

♦ 





♦ 






お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナサービスじンターに慢理を依頼する 

ポツトパーナ内にすすびたまっでいる 


• 








• 


ポツトバーナ内のすすを取る 

ルームサーモリード線の列れ、断線 

参 










E -6 

お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンターに修理をの頼する 

f 旱電びちった 





• 






E -7、 E -9 

再度点乂操だをする 

巧震白動消义裝置力< 作動した 

♦ 




• 






E -3 

周囲を点検し、再度点乂操作をする 


現 象 

原 因 

点火時-消火時 

初めで使巧するときやシーズン巧めに煙やにおいびでる 

耐熱晝料やほこりか’焼けるためですしばらく窓をあけで換気をしでください 

燃烧開始時や消火棲に「ピチピチ」や「カンカン J といラ音か‘でる 

本体内部か’熱により膨張、収縮するためです 

燃 焼 時 

癸の一部び揺らぐ。青炎の中に黄色い癸（ホ乂）びまじる 

異常ではありません 

[カチカチ」音が可る 

電磁ポンプの運転音で異常ではありません 

その 化 

ガラスび白くなる 

なミ由中の成分がガラスに付着するためです異常ではありません。 


KEI 部品交換のしかた 

部品交換のとさのま意 

- - - - - - -- ». • _ dr ー ム — .，、 .. I 

不完をな修理、調整はを険ですので、部品の交換、調整が'必要の場合には、お買いホめの販売店または、おちく 
のコロナサービス它ンターちしくは修理資巧客〔（な）曰本石';由燃焼機器保守協含で行ラ技術管理講習含修了者（石';由機器 
技術管理±)など〕のいる販売店にご巧談ください。 

部品交換は □ D ^ iKiEBBnn とご指定ください。 

参コ□ナ純正でない部品を使苗の場合には、本体の機能び損なわれたり、事故や故障の原因となります。な証期間巧であって 
を本体の f 呆証び受けられません。 
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消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


項 目 

巧 容 

使巧期間により交撰が必要な部品 

ポツトバーナ-点乂ヒータ-燃焼リング-スブルトン-ガラス円筒-各種パツキン 

環境により劣化しやずい部品 

燃焼巧送風機-ゴム製送油管 

変質 .不純なミ由の使巧により劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器 


旧保管(長期巧使用しない場合） 

シーズン終3時などの長期間使巧しないときは、曰常の点検•ま入れの頂 （11 〜12ページ）を参照し、巧の要領でな管 
しでください。 

1.電源プラグをコン忆ントから巧いでください。 

A ミ主意 長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでください。 

2 .ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでください。 


3. 本化のごみやほこりを取つでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

4. 本体をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5. ストーブは据なけたまま保管しでください。 

参どラしでも巧り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場丽こ横倒しにしないよラおしまいください。 

參タシーブンにお巧けるときには、必すお買い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサービスじンターにの頼しでください。 
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仕様 


型 

す 

の 

呼 

び 

SV - V 4 512 MC (薑本型式 SV - V 4 5 MCL ) 

種 





類 

ポット式-強制通気お-白然巧流お 

点 


乂 

ち 

式 

電気点乂な 

使 


巧 

燃 

料 

なミ由 ( JIS 1 号な';由） 

燃 

料 

消費量 

最 

大 

5.58 kW (0.542 L / h ) 

最 

ル 

2.04 kW の.198 L / h ) 

発 


熱 


最 

大 

20,080 kJ/h 



最 

ル 

7,330 kJ/h 

熱 


効 

辜 

最 

大 

69.0 % 


最 

ル 

60.5 % 

暖 

房 

化 

力 

最 

大 

3.85 kW 

最 

ル 

1.23 kW 

標 

華 

適 

室 

温暖 

地 

木造 1 目.日が （10 置) 

まで コンクリート23.日が （14 置） 

まで 

巧 'な 

寒/で 

地 

木造1目.日が （10 置) 

まで コンクリート26.日が （1 目置） 

まで 

外 


お 

寸 

法 

高さ600 mm 

幅 538 mm 奠巧 383 mm (置台を含む） 


が g 

貨 里 

20 kg 

電 

源電旺 

及び周波 

数 

100 V 50 Hz 

定 

格 

消 

費 

雨 

巧 

力 

点乂時 78 W 燃焼時16 W 

待 

磯 

時 

消 i 

瞻電 

力 

2.4 W 

煙 

突 

の 

呼 

び 

径 

106 mm (3 寸 5 分） 

煙突の壁賃通部の孔径 

1 10 mm 

標華ドラフト値（最大燃焼時） 

- lO.SPa (- l . lmmHsO ) 

排 


気 

の 

/皿 

度 

40 CrCJ ^ 下 

電 

こ占 
/月レ 

ヒ 

ZL 

- 

ズ 

己 A 

ま 


を 

装 

置 

巧震白動消火装置 

点义まを装置-停電安を装置-燃焼制御装置 

そ 

の 

他 

の 

装 

置 

再点乂安を装置-不着义検化装置-過電流防止装置 

付 



属 


品 

置台1個、本体固定金具2個 

(ねじ2個）、 U ム製送油管締付バンド2個、 

取}及説明書 


備考）標準適室は、一般な回法人•曰本ガス扫巧機器工業舍の賣定薑準じよります。 
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虹ア フターサー ビス 

保証について 


参このコ□ナ石';由ストーブにはな証書びついでいます。（裏表紙に印刷されでいます。） 

イ呆証書は、必す「お買いあげ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、大切に f 呆管しでください。 

参イ呆証期間はお買いあげ曰から1を間です。 

参巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、 f 呆証の巧象になりませんのでを意しでください。 
•変質な;'由や不純な;'由などの不良灯;'由、また灯;'由な外の燃料使巧による故障や事故。 

• 誤った使巧方るによる故障や事故。 

•シリコーンか'原因の修理、シリコーン配合の商品を使巧したとき。 


修理を依頼されるときについて 


♦「故障•異常の見分け方と処置ちる」 （13 ページ）の頂に従ってお調べください。直らないときは、ご使巧を中止し、 
必す電源プラヴを巧いでからお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにご連給ください。 

♦ご連給いただきたい内容は巧の通りです。 

①品名⑤型式の呼び③お買いあげ曰④故障状況（でさるだけ具体的に）⑥ご住所-ご氏名-お電話塞号 
•品名、型すの呼びは取あ説巧書り呆証書）をごらんください。 

参修理に際しでは、 f 呆証書をご提示ください。 f 呆証期間中であればな証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 
参ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターにお問い合わ 
せください。 


■保証期間び過ざているとさは 

参お買い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。修理によつで使用でさる製品についでは 
お客様のご要望により有料修理いたしまず。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石;'由ストーブのお修用性能部品（機能を維持ずるために必要な部品）のな有期間は製造なちのり後7年です。 
v _ J 


曲据付け•潟 S 

据付を•移設工事は販売星に依頼する__ 

据巧けや移動工事は販売店または、据巧業着に依頼し、お客様ご白身では巧わないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 

据巧けについでは、义災ず防条例、電気設備に関する技術基準などをちの暮準びあります。取扱説日月書（工事編）の 
「特に';主意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りください） J をお読みになり、販売店または据巧業者とよ 
くご相談しでください。また、「標華据巧け例 J についでは17ぺージ、「煙突の取り巧け」についでは19〜20ぺージ 
を参照しでください。 

据付な後の確認__ 

据なけび終わりましたら、をラー度、取扱説日月書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必ずお 
守りくださいりをお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据えなけられでいるかどラかを確認し 
でください。 

試運転 


試運転は販売店または据巧業着とご一緒に必す巧つでください。 

試運転（運転準備^運転^消义）のま順についでは、取扱説日月書（工事編）の21ページを参照しでください。 
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絵表示の例 


A 記号は';主意を促す巧客びあることを告げるをのです。 

図の中に具体的なま意の容(左図の場合は一般的な注意)び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中やち傍に具体的な禁止の客び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示するの客を告げるちのです。 

図の中やち傍に具体的な指示内容び描かれでいます。 


A 禮化 この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業をの不具合によって使 
頁 rn 巧者び、死亡、重傷を負う可能1生、または义災のな能1生び想定されるの客を示しでいます。 

A この表示を無視しで、作業を誤った場含に巧業者び、またはその作業をの不具合によって使 

/!\巧者び、傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定されるの客を示しでいます。 


この取扱説明書「工事編」には、安をに正しく据なけでいただくために、いろいろな絵表示び記載されでいます。 
その表示と意味は巧のよラになつでいます。巧客をよく理解しでから本文をお読みになり、据巧工事をおこなって 
ください。 


A 






A 警告 


参据付けや移設は、，販売店または据付業ちが行ってください。 

お客様ご自身で据巧けをされ不備びあると感電や义災の原因になります。 


〇 


•据え付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術昼準など法令の昼準を守って 
行ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスび室のに巧満しで危険です。 
必す屋外に排気しでください。 


じ 


0 


参煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスび室のに漏れで危険です。 



〇 


A ま意 


参次の場所には据え付けない乂災や予想しない事故の原因になりまず 

•水平でない場所、不安定な場所 
• 不安定なちのをのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 

•燃烧に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の行えない場所 

• 巧巧に燃えやすいちのびある場所 

• 階段、避難□などの巧巧で避難の支障となる場所 

•7 ントルピース巧 

•温室、飼育室など人のいない場所 


0 


田特にま意していただきたいことほ全のためにおずお守りくださし、) 


A0© 
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A ま意 


参可燃物との距離を離す 

■ストーブおよび煙突から周囲の可燃物までの離隔 
距離は义災予防ま例で規定されでいます。図のよ 
ラにしでください。 

■ストーブは巧属の置台の上に据なけでください。 
•不燃物の場合でちな守点検や性能組持のためち図 
離隔距離をとつでください。 

[備考 ] A • 巳ボちは 15 cm な上と示しでいますび、煙突と巧 
燃物との距離 （45 畑な上）でも規制されます。 
可燃物との距離が長くなるよラに設置しでください。 



参家屋貫通部の注意 

• 煙突び可燃性の壁などを震通する部分は必すめびね石を使届し 
でください。 

• ル匡裏、天井裏などにある部分はを属な外の不燃材料で防义上 
有効な被覆を行ってください。 

•可燃性の壁-天# -ル匡裏-天井裏などを震通する部分及び、 
そのな巧では煙突の接続はしないでください。 




買適する壁より 

層いこと。 f 地区により異なることびある^ 

L ので义巧子のを例をを照する 。 J 


参煙突の固定 

■煙突は、風や振動などで倒れないよラまえを具やまえ線などで固定しでください。 

■煙突は、 1.5 〜 2 m おさに固定を具で固定し、白重をま之る部分は支无または吊0を具で堅固にま持し 
でください。 



参ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の弓 I き（ドラフト）び強いと燃烧不良び発生します。 

巧の煙突設置の場合は必ず、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取0巧けでください。 

• 集含煙突し接続する揚含 

•標準寸法が上に立ち上がりが高い場含 

• 風が強くで炎が洗むよラな場含 


ドラフトレギユレータ 




参油タンクとの距離を離す 

■ミ由タンクは、ストーブより 2 m な上離しで据なける力、、防义上 
有効な遮へいを設けでください。 

■据置すのミ由タンクは、不燃巧の床上に据付けでください。 


2 m な上 


□ 



参コム製送油管の屋外使用禁止 

コ''ム製送;'由管は屋外で使巧しないでください。 
ひび割れをちじで';由漏れの原因になります。 


0 


参煙突の点検 

据巧けが'終わつたら、ちラー度点検しでください。 

巧のよラな取りなけは、危険であったり、不完全燃焼をおこすおそれびありますので、必す修正しでくだ 
さし、。 



•下り巧配、下向き曲びり禁止 ■ トップと開□部は1 m な上のこと 


1^0 



0 
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0 開こん 

個包箱には、巧の巧属品び入っていますので確認しでください。 


部品 名 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ス1ブの下に敷く 

本体固定を具（ねじ2個） 

2 

ス1ブと置台の固定 

コ''ム製送;由管締巧八ンド 

2 

コ''ム製送巧管接続部の締巧け 

取 扱 説 明 書 

1 

お客様用ストーフ'取り扱いの説明書 


回据付け 

据付場所の選定__ 

据え巧けについでは、义災ず防条例、電気設備に関する技術皇華などるちの畐華びあります。16〜17ページの「特にを 
意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店または据巧業着とよくご相談 
しでください。また、「標準据巧け例」についでは17ぺージ、「煙突の取り巧け」についでは19〜20ぺージを参照し 
でください。 

据付け方法 

— ----- TH—HWW - - 

■置台の取り付けと水平調節 

ストーブの下には必す置台を使巧し、ストーブを水平にし、必す置台と固定しでください。 


1 .ストーブを側面のねじ取巧巧と置台の弓 I 掛け部 （2 窗巧) 
が'一致するよラに置いでください。 



2 .水平器を見なびら4個の調節脚を調節しでストーブを 
水平に据え巧けでください。 



3 .本体固定を具をストーフ'の側面から、置おの弓 I 掛け部 
に差し込み、付属のねじでストーブに固定しでください。 
固定は、両側面2窗巧です。 



■ミをタンクの組み立てと据巧け（別売品） 

•組み立ではミ由タンク巧属の取扱説明書にがって行ってください。 

参ミ由タンクミ由面はストーブ本体設置床面より高さを30抓から 2 m な巧で設置しでください。 

•ミ由タンクとス I ■'ーブとの送ミ由管の間に必ずごみを除くためのオイルフィルタを取り巧けでく 
ださい。送ミ由経路にごみびたまると灯ミ由の流れを妨げで十分な义力び出なくなります。 

•油タンクの}居なけは、各地の义お予防を例にがっでください。 

•ミ由タンクは、ス I -ーブとの間に防义上有効な壁などびない場合は、2の]：^|上雖しでくださし、。 
义巧の原因になります。 

参;'由タンクは、ミ由タンク巧のミ由面びス I -ーブ設置床面より 2 m な上高くなるところには据巧け 
ないでください。 

油び定ミ由面器よりあふれ出ることびあります。 

参';由タンクは熱-振動-衝撃の少ない場所に据付けでください。 
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■ゴム製送ミ由管の取り巧け方 

参ゴム製送;'由管にコ''ム製送';由管締巧バンドをはめでから、ミ由タンクとスト 
ーフ'のコ''ム管□に十分押し込み、コ''ム製送ミ由管締付バンドで強く締めな 
けでください。 


么ま意 1 ゴム製送'油管を屋外では使巧しないでください。 

参ゴム製送'油管は、 JIS-S3022 [石'油燃焼機器用ゴム製送'油管 J に合を 
したちのながは使巧しないでください。 

参ゴム製送'油管は、きつく曲げたり丸めたりしないよラにしでください。 

参紫外線び当たると劣化び早くなります。曰光が当たらないよラにしでく 

だゴ r し、 

参ゴム製送';由管の上に物をのせたり、 重量 物びのったりしないよラにしで 
ください。なミ由の補給が妨げられます。 




参ゴム製送ミ由管の途中び山おになったり、ちつれたりしでいますと、空気 
びたまつでロミ由び流れないことびあります。平になるよラに直しでくだ 
さし、。 



■を属配管(銅製送;由管)施工の場含のを意 

参定ミ由面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終3を、ストーブと接続する前には必す配管内にロミ由を流しで切粉、 
ごみなどを取り除いでください。定ミ由面器からミ由びあふれたり、電磁ポンプび故障する原因になります。 


■電気配線 

参電源プラブは、必す適正配線された単相 100 V のコンじントに差し込んでください。 

参ス I ブは工場出荷の際、 50 HZ 地方巧に設定しであります。 

60 Hz 地ちでご使巧される場合は販売店または、おちくのコ□ナサービス t ンターにご連給ください。 


0煙巧の取付け 

煙突の径 


参煙突は、直径1 06 i ™( 3寸5分)を使巧しでください。 

参さびやすい素ネオの煙突は、腐鹽やさびにより煙突びふさびれたりしますので、使巧しないでください。 

横引さ、立ち上びりの標準寸法 

参煙突の立ち上びり、横弓 I きの標準寸るは、立ち上びり約 3.6 m (4 本）、横弓 I き約 1.8 m (2 本）です。 

横弓 I きび標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上びりに追加しでください。 

(結露ず防のため、煙突の横弓 I き長さはできるかぎり短く、 2 m な巧にしでください。） 

参屋外の立ち上びり部の下端には、水巧きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

参横弓 I きは10分の1な上の上り勾配になるよラにしでください。 

参横弓 I きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個な下になるよラにしでください。 

また、露受けアダプター（別売品）などの取0巧けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 

参1本の煙突を化のストーフ'などとな巧することは避けでください。燃焼び悪くなります。 

煙突先端（トップ）の位置 I 

参煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 crn な上離しでください。 

参煙突トップから水平距離1巧に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm な上離しでください。 
参窓などの開□部からは、1 m な上離しでください。 

参煙突トップの位置は建物-立木などの状態をみで、あらゆる方向の風び通り抜ける位置にしでください。 
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トップの形が 

参煙突トツプには、逆風防止のための「傾斜 H おトツプ j を取り巧けでください。 


ドラフトレギュレータ（別売品）の取付け 


^1^ま意1 煙突の弓 I さ(ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 

巧の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギユレータ （ DR -1) を取り巧けでください。 

•集合煙突に接続する揚合 ドラフトレギュレ-》 

•標準寸るな上に立ち上びりび高い場合 
• 風び強くで炎び沈むよラな場含 


集合煙突を利用する場合のごま意 



参集合煙突に差し这む先端は図のよラにしでください。 



集さ煙突の径①；4 


参2つ上のストーブを使巧するときは、横劲部分の長 
い方を上にしでください。 



参集含煙突を利巧する場合は、設置方るなどについで必ずお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンタ 
一にご相談しでください。 


煙突の取付け図 

冊 : H 



■煙突の先端から水平距離1 m なのに建物の軒びある場合は、 
その軒から 60 cm な上高くすること。 

■煙突の先端から1 m なのに建物の開□部（窓など）びない 
こと。 


参X印ブをは、煙突び本体から1.8のを越える場さは15帥]^|上。 

鲁煙突は、固定を具で 1.5 〜 2m 間履に固定すること。 

•設置の場合は当該地区の义災予防を例にしたか‘つでください。 
•風の強い地域では、必す、ドラフトレギユレータを取りがけで 
<ださい。 

参結露水び出る場合には、露受けアダプターを取り付けが出した 
結露水は、容器に受けでください。 

'結露予防のため、煙突の横引さ長さはでさるかぎり短く、 2m ' 
、J^ 内じしでください。 , 


X 左図では可燃物までの離隔距離を示しでいますび、 f 呆守点検 
や性能維持のため、不燃物などの場合ち左図離隔距離をとつ 
でください。 


結露水の処理_ __ ___ 

参煙突の横弓 I き部に結露水びおる揚含は、別売の露受けアダプター （ USB -1) また、集合煙突の凍結ず防には集含煙突 
凍結防止ヒータ ( USB -3) をご使巧ください。販売店にご相談ください。 
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回試運面 

試運転は使巧者とご一緒に必す巧ってください。 

運転準備 ^ 

A ま 意 I 電源 プラグをコン它ントに妇の根まで確実に差し込んでください。 

参';由タンクにお';由し、送';由経路の空気抜きをしでください。 

参送ミ由経路やストーブより';由漏れびないか確認しでください。 

参定ミ由面器リじツトボタンを t ツトしでください。 


運転 


1 .ミ由タンクの送;'由バルブを開いでくださし、。 


2 . 運転スイッチを巧しで「入」にしでください。 

■ス I -ーブは点义動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（初使巧時） 

び数秒しますび異常ではありません。 

• 初めでお使いになるときは、耐熱塗料び焼けで煙と臭いびでますので換気を 
巧つでください。 

•初めでお使いになるときは、ストーブ巧の送';由管になミ由びみたされでおりませんので、炎び立ち消えることびあり 
ます。この場合は、一旦ミ肖义しで、ちえるのを待つでからをラー度点义しでください。 

• 9〜12分間の予備燃焼び終わると本燃焼に切り替わります。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）びまじつでち異常ではありません。 

3 . ルームサーモによる自動運転びできることを確認しでください。 



消乂の手順 

に 


1 .運転スイッチを押しで「切」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

• 燃烧室びちま P すると自動的に燃焼巧送風機び停止し、時刻表示外のすべでの 
ランプび消なします。 



•巧[卸" 

•正常運起しない場さは、13ぺージ rK 障•異常の見分けちと処置ちを」を参照しでください。 
参長期間の保管を、再び設置する場合ち「試運転」のま順にしたびレ、試運起を巧ってくださし、 


A ま意 I 初めてお使いになるときのを意 

巧めでお使いになるときは、耐熱塗装や八ッキンなどび焼きなくまで煙と臭いび化ます。 

しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を巧ってください。また、ル鳥や動物などに影響する場合び考えられま 
すので、この間は部屋に入れないでください。 

•お部屋の窓をみし開け、半曰から1曰程度 r 大乂力」運転をしでください。 


画廃棄するときの注意 

参ストーフ'を廃棄処分するときは、定ミ由面器のロミ由を巧き取ってください。 

な;'由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 

必すお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターにめ頼しでください。 
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FAX {082)871-3306 
FAX の 859)23-0709 
FAX (086)243— 7191 
FAX (0 S 34)22 —已已89 
FAX (0 S 2)871-0272 


北陸地区 


東海地区 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


干 920-0027 下£し(076)2白0—0已67(代表） 
干 930-098 己下£1_(〇7已)444一0己67(代表） 
干91 8-8237 T 巨 L (077 巨)23—0己67(代表） 
干 920-0027 TEL (07 己)260—曰03呂(代表） 


FAX の7巨) 260-0775 
FAX (07 已 )444— 0611 
FAX {0776)23— 0580 
FAX (07 目) 260-0738 


南東化地区 


関東地区 


仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-32 干 983-0035 

山形市ま青田 3-6-28 〒日目 0-2423 

酒田巿錦の 1-183-1 干日 98-0 103 

郡山市亀田 1-51-9 干9巨3-扫033 

仙台巿宮城野区日ノ出町 1-7-31 干 983-003 己 


TEL (022)235-3181 (代表） 
TEL (023) 己42—32己已(代表） 
TEL (0234)3 1 -0 已71(代表） 
TEL (024)938-2240( 代表） 


FAX {022)236-8810 
FAX (023) 日 42— 32巳4 
FAX (0234)31—0581 
FAX {024)938-3021 


TEL (022)783-1 791(代表） FAX の 22)783—1 7白2 


さいたま市化区宮原巧1 -674-2 
水戸市笠原町6目 3-2 
つくば市谷田部 6788-1 9 
宇都宮市築瀬町2313 
太田ホ高林東田:[237巳 
高崎市問屋町西 1-3-22 

東京都化区豊島 8-4-8 

立川巿高松町 1-22-3 
松戸市高塚新田9己-日 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和巧西条2491 -2 
東京都北区豊島 8-4-8 


干33 1-08 12 TEL (04 呂)已己1一17吕2(代表） 
干 310-0 S 巳2下巨1_(02目)241-2172(代表） 
干30己-0861 T 巨 L (029)839 —已32己(代表） 
干32 1-0933 TEL (02 扫 )632 —已10已(代表） 
干 373-082 巳下£し(0276)38—6已71(代表） 
干 370-0007 TEL (027)36 1 -480 白(代表） 

干]1 4-0003 T 巨 L (03)3 曰27— 1151(代表） 
干1 90-0011 T 巨 L (042) 己19一已271(代表） 
干 270-2222 TEL (047)312 -扫330(代表） 
干24已 -00 色3 TEL (04 已 )8 已2—400目(代表） 
干409 -386 己下£1_(0已巳)268—1已67(代表） 
干 114-0003 .. 


FAX (048)651—6370 
FAX (029)241— 4268 
FAX {029)836-1913 
FAX (02 呂 )632 —已205 
FAX (027 己)38—已已〇呂 
FAX (027)361—913 g 

FAX {03)3 日 27— 1160 
FAX (042) 已 2 S — 2382 
FAX の 47)312-8338 
FAX (04 己)8已2—已已4日 
FAX (0 巳已 )2 日8— 1已6日 
TEL (03)3911-1 131(代表） FAX {03)3927-1 130 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 干81吕 -0007 

j ヒ九州市ル倉化区愛ち2-日 -4 干803 -0828 

長崎県西彼ホ午郡時津お左底郷ミ兵田 74-1 〒8日1 -21 0目 
熊本市東区尾ノ上 1-11-12 干8日 2-09 13 

大分市兰佐 1-19-7 干 870-0 10呂 

宮崎巿霧島 3-59-2 干88日-0032 

鹿お島市田上 7- 1日-己 〒 890-0034 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 


TEL (092)474 -己771(代表) 
TEL (0 日 3) 己 92— 8日11 ( 代敎 
TEL (09 己) 882-77 10(代表) 
T 巨 L (09 巨)367—7361 ( 代表) 
TEL (097) 已吕3—己161(代表) 
TEL (0985)29- 16孤(代表) 
TEL (099)281-1321 (代表) 
TEL (092)474 -己001(代表) 


沖縄地区 


沖縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シーサイド-パーク102 


干901 -2227 下£1_(098)897—已曰77(代表） FAX (098)897 —已679 


08032102 


なぶちな 




干9已日-8510新漏県兰条市東新保7 - 7 
TEL (02 已 6) 32-21 11 く代表> 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


信越地区 


新 

漏 す 

巧 

王条市曲溯 3-2-1 日 

新 

潟東営業 

Ph 

新漏市東区江南 1-6-41 

長 

野営業 

ホ 

長野市大丘島日312 

松、 

本営業 

か 

お本市渣賀大义保原78日2 

信越地区サービスセンター 

二条市巧溯 3-2-1 己 


干9己己-08巨4 TEL (0256)32—21 2巨(代表） FAX (0256)3 己一8已19 
干白已 0-08 巳已 TEL (02 巳)28曰一9131(代表） FAX (02 已 )286 —3313 
干3扫1 -0022 TEL (026)22 1 - 已111(代表） FAX (026)22 1 —0039 
干 399-0033 TEL (02 目 3)26-00 己1 ( 代表） FAX (02 目 3)25-9961 
干9已已 -08 己4 TEL (025 己)32—212曰(代表） FAX (0256)32—21 37 


お客様ご相談窓口 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあばの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼< ださい。 

ご転居やご贈笞晶などでお困りの場合は、下記のおおくの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合があ0ますのでご了承 
<ださい。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へど5ぞ 


コ□ナサービスセンター 

画。0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午を7時(日曜、ネ兄祭日は除く) 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 


北海道地区 


化東化地区 


札 

幌 


ま 

店 

札幌市白石区平巧通16 了目南1 -1 9 

干003 -0028 

TEL (01 1)864-044 曰(代表） 

FAX の1り日 63-31 己4 

m 

川 

営 

業 

所 

旭川市ま旭川南1条 2 T 目2-己 

干078 -8261 

T 巨し (0166)37-2330( 代表） 

FAX の 166)37-2338 

化 

見 

営 

業 

所 

j ヒ見市卸巧1下目 1-3 

〒〇 90-00 巳巨 

TEL (01 巳 7)3 白一900白(代表） 

FAX (01 已 7)36 —已9巳白 

訓 

路 

営 

業 

巧 

訓路市花園町 4- 17 

干08己-0038 

TEL (0 1己4に 4— 4191 ( 代表） 

FAX {0154)24— 0451 

帯 

広 

営 

業 

巧 

帯広市西18条化 1 T 目 17-1 

〒〇呂 0-004 呂 

TEL (01 己己)3己一7己18(代表） 

FAX (01 己己)35—7己10 

函 

館 

営 

業 

所 

函館巿西棺梗町2 1-2 

干041 -0824 

T 巨 L の1 38)48 -日070(代表） 

FAX (01 38)48—6080 

北海道地区ヴービスセンター 

札幌巿白石区米里3条2 了目 6-2 已 

干003 -0 S 73 

TEL (0 11 )879-2 121(代表） 

FAX (01 1)871—2400 


青 森 支； は 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 


八戸地区 
弓し 前 
化前地区 
盛岡 
7 K 沢 
唐岡地区 
が田 
秋田地区 


サービスセンター 
営業所 
ヴービスセンター 
営業所 
営業所 
ヴービスセンター 
営業所 
サービスセンター 


青森市ち館1 T 目1 2-38 干030 -094 巨 

青森市古館1 T 目] 2-38 干030 -0946 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

弘前巿田園 1-2-1 干 036-808 巨 

化前市田園1 -2-1 〒〇 36-808 己 

盛岡市門 2- 1 -42 干020 -0 S 23 

奥州市水ミ尺区かミ尺工業団地4 了目79 〒〇 23-0002 
盛岡市巧 2- 1 -42 干020 -0823 

が田巿泉中央 4 T §4-18 〒日1 0-0917 

が田市外巧り1兰千刈 109-1 〒〇1 0-0802 


TEL (0 1 7) 742—日2己己(代表） 
T 巨しの1 7)743-2971 (代表） 
TEL (01 7吕 )24 —己28曰(代表） 
T 巨 L (01 78)47 -巨60日(代表） 
T 巨 L (01 72)28-391 0(代表） 
TEL (01 72)26-4770( 代表） 
TEL (0 1 9) 巨 22-479 1(代表） 
T 巨 L (01 97)22-41 己5(代表） 
T 巨 L (0 1 9)604-028 1(代表） 
TEL (01 呂 )8 曰4一已曰71(代表） 
TEU 0 1日)864—已219(代表） 


FAX (017)742 —扫27己 
FAX {017)743-1 118 
FAX (0178)4 已 一 42日0 
FAX (0178)71—1344 
FAX (0172)28-01 91 
FAX (01 72)29—1 133 
FAX (01 日)白22—已244 
FAX (0197)22-44 己2 
FAX (019)604-02 呂3 
FAX (01 8)864—8468 
FAX (018) 扫64—已760 


店巧所所巧」 
夕 

す業業業を て ホ 
業防 

匡営営営 - 
サ 
営 

古阜岡津区 
地 

名岐静沼津お 


店所所巧所所所,^ 

£業業^業業業^ 
支営 吨 
営営営営営サ 

^根都巧戸松山 I 

大彥京福巧高松^ 


店所所巧^ 
夕 

已業業業§ 
支 む 

営営営_ 
ウ 

島 

テ山山区 
地 

広米岡徳 S 


店巧巧巧所所巧^ 
夕 

轰 


業 


支 


業業業業^ぶ 


営 営'! 

営営営営 - 
州 島サ 

九崎本分崎お M 
福化長熊大宮鹿 I 


闹 


己 己 
^已7ぶ 
1361 
町町 
新町東新 
西中田西 
駅田巧駅 
巿巿市市 
尺山寸尺 
聲是欄患 


店所所^ 

支**患 

営営_ 
巧サ 
ミ山井区 
地 

金富福 M 


店所所所^ 

_ こ 業麵似 

まな 

営営営」 

サ 

台 区 

あ內山祂 

仙山庄郡 i 


店巧所所所所店所所所所^ 

支業員^業業支業業業業ぶ 

営営 じ 
ま営 営営圏営営営営_ 
ば宮 ヴ 

関戸く^田崎都川葉お府 

化おつ宇太高首立千横甲 i 


56732524 
76626851 
767316吕4 
已876己016 
-------- 

42293己14 
7986吕287 
4已83己巧24 
23己67892 
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00000000 
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石油ストーブ保証書 


、 


型式 

SV - V 4512 MC 


お名前 



様 


ご住所 

〒 （ 一 

) 


お 

客 

様 


電話 （ 

) - 



本書は、本書記載内容で無料修理を行なラことをお約 
束するちのです。 

お買いあげの曰から左記期間中故障び発生した場合 
は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に修理を 
ご依頼ください。 

参ご販売店様へ 

お買いあげ曰、貴店名、住所、電話ま号を記入の上 
(★印欄に記入のない場合は、無効となります）、 
本書をお客様へおミ度しください。 



お手数でずび、ご住所、お名前、電話ま号をわかりやずくご記入ください。 

販売店の記載びないとをは、それを証明する領収書などび化要となりますので、一緒にな管してください。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で保証期間中に故障した場合には、 
お買いあげ販売店び無料修理致しまず。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に依頼して< 
ださい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要ずる実費を 
申し受けまず。また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となりまず。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にご相談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入してあるお買いあげ販売店に修理びご依頼でさない場合には、コ□ナ 
お客様ごホ目談窓□をご覧の上、お近くの窓 □ にお問合せください。 

已.次の場合には保証期間内でを有料修理となりまず。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買いあげ後の取付場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害および、変質打油、不純な油、異質油（好油 LU 
外の油又は混入）シ U コーン配合商品び原因による故障および損傷 
(-'1 ぞ期点検の营用 

(ホ）一般巧！;1外（例えば、温室暖房や車両、船舶への搭載）に使巧された場合の故障および損傷 
(へ）本書にお買いあげ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字巧を書さ替えられた 
場合。通信販売などでご購入したとさは、商品の送り状•領収書などの提示びない場合 
(卜）本書の提示びない場合 

(チ）点検整備、および消耗品 （0 U ング、各種パッキン類、ゴム製送油管）の交換をされる場合 
日.本書は日本国内においてのみ有効でず 。 This guarantee is valid in Japan only . 

7. 本書は再発行致しませんので紛失しないよう大切に保管してください。 


修理メモ 


《この保証書は本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお約束するをのです。 

従ってこの保証書によって保証書を発行しているを(保証責任を)、およびそれ(がの事業をに対するお客様の法 
律上の権利を制限するをのではありまはんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
あげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問合せください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間につし)て詳しくは取扱説明書（本書1已ページに記載）をご 
覧ください。 

※アフターサービスや製品についてのお問い合わはは、お買いあげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談 
窓口（本書22ページに記載）にお問い合わせください。 

V ノ 

なぶちな30"#- 

〒日已 5-8 日1日新漏県兰条巿東新保7-7 
TE し (02 己巨） 32-21 11く代表> 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 
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